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エレクトロニックカウンタ
エレクトロニ ックカウンタは，通信機 ・言十

iUll ~器 ・ 家屯機器などの研究開発部門， 製造部

門，保守部門で！よく使用されている基礎iUll定

総です。

アンリツのエレクトロニ ック カウンタに

は，周波数inリ定月jのMF57A/58Aフリケンシ

カウンタ.MF76A＜イクロ波フリケンシカウ

ンタおよび多くの機能を備えたMF1600シリ

ーズフリケンシカウンタがあり，O.lml-lz

形名 ロ
ロロ

MF1601A/1602Aフリケンシカウンタ

MF1603A/1604Aフリケンシカウンタ

MF57A/58Aフリケンシカウンタ

名

MF76Aマイクロi庄フリケンシカウンタ

カウンタの動作原理と その構成

1 周波数測定の動作原理

周波数fは単位置寺間tにおける信号の繰返し

出数nで表わされますので，基準となる正確

な単位時間（基準時間）を作り，その時間内の

繰返し回数を計数することができればf=n/t

で容易に周波数を知ることができます。

i大に問波数iUIJ定におけるカウンタの基本的

な創作Jj;¥J!l!を閃 lにより説明します。

被測定信号
(a) 

lOMHz 

2 マイクロ波信号の測定

マイクロ波，H：の周波数測定のJi法として，

）~本 （1'1 には

(1）ヘテロダインコンパータ ｝j式

(2）トランスフ ァオシレータ ｝j式

(3）ハーモニ ックヘテロダインん式

の 3}j式があります。MF76Aに係JI！している

ヘテロダインダウン コンパータ ）j式は（3）のノ、

ーモニックヘテ ロダイン）1式 の l相で(l）と（2)

のfil1j}Jょにの長所を取り入れたすくれた｝j式で

す。凶 2 にこの ｝j式のフ．ロ y ク凶を I~ し．動

作l片if唱を説明します。

未知！Iii波数βは2分害I］されてハーモニ y ク

ミキサに/Jllえられます。同時に7イクロプロ

セッサで制御されているメインシンセサイザ

218 

桁数

～18GHzの周波数をカノ〈ーしています。

MF57A/58Aは， 101-lz～600MHzの周波数

を直読できる高信頼性LSIカウンタであり ，

ACG:i}Ji(専用と 3ot:i~~則があります。

MF76Aは， lOHz～ 18GHzにおよぶ周j皮数

をIJiJ.)'cできる7 イクロi＆：フリケンシカウンタ

で，オフセ y ト機能， PPMボポ機能などユニ

ークなj寅ti~訓lj定機能を様準装備しています。

MF1600シリーズには MF1601A/1602A,

測定範囲 ｜電源

MF1603A/1604Aがあり，それぞれO.lmHz 

～lGHz, O.lml-Iz～3GI-Izの周i皮数を測定で

きます。

これらのカウンタは，レシフ。ロカjレ）j；式を

保斤lして，刈i主.，・：：；分解能を実現した多機能

カウンタであり ．周波数測定，周期liUilil，縦

算計数，パルスIP／訓lj定，パース卜i皮測定およ

ひ1五i'.Sr.illll定機能を糠準装備しています。

｛蒲 考

11 I O.lmHz～！GHz 

11 I O.lr山～3GHz

AC/AC, DC，電池 ｜ 高速・高分解能周波数測定，周期測定．積算計数， パル
AC/AC, DC，電池 ｜ ス幅測定，演算測定，パースト波測定が可能

9 I lOHz～側MHz AC/AC, DC，電池 ｜ 低周波高分解能測定，パースト波測定が可能

12 I lOHz～18GHz AC I 低周波高分解能測定，パースト波測定，演算測定が可能

1）まず，被測定信号を嶋中高 したのちパルスに

波形整形してメインゲートに加えます。

2）基準時間発生部では基準水品発振器の周波

数（lOMHz）を l/10分周器等で分周し， 10

秒， l秒， 0.1秒などのゲートを開閉する基

準時間信号を作ります。

3）メインゲートはゲート制御部のm力によっ

て開閉されますので，被測定信号パルスは

ゲー トの聞いている一定時！日lだけ通過し計

被測定パJレス
信〕

計数f言号
⑪ 

図1 周波数測定の動作原理

の発振周波数:JIおよびオフセソトシンセサイ

ザの発振周波数んもハーモニ y クミキサに

加えられ，その「l',}Jは次式のようになります。

β＝n:J，士:J，・・①
β二 百if，±ん － －② 

［目制次数
）さ らに①，②式よ

:J,=:J，ーlOOkl-lz

りi欠式が誘導されます。

:J, :J, :J,-:J, 1111= ＝一一一一一一:J, f, f, (f, lOOkllz) 

ー :J4 :J 2 .M¥ 

lOOkHz 甲

ここで，まずカウンタで（：／，－:J，）を測定して

nを決定します。次にんを測定します。:JIは7

数記憶表示昔日に加えられます。

4）計数記憶表示部ではこのパルスを数え，表

示部の数字表示器に表示します。記憶部の

役目はメインゲートが閉じてから次の計数

が始まり終了するまで表示を保持すること

で，表示時間は日的に応じ連続あ るいは数

段階に変えられます。

言十数時間計数休止時間

イクロプロセッサで記憶された値ですので①

式の変数がすべて決まり， βを計算すれば求

める未知！苅波数がわかります。
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fx 

基準時間発生器

図2 ヘテロダインダウンコンパー夕方式のブロ ック図

測定確度

周波数測定においては，±（ 1 ±基準発振器

修度）がiJlll定確度として表わされます。確度の

高いiJlll定を行うためには，基準発振器の周波

数校正を行 ったり，周期測定においては被測

定信号のS/Nをよくして， トリガ談差の影響

を最小にするなどの必要があります。

1 基準発振器安定度

基準発振器の特性l;l:，測定確度に直接影響

しますので温度特性および屯源変動による周

波数安定度は厳しく規定されています。この

基準発振器である水品発振総は，高安定度を

保つために恒温精の中に納められており，温

度変化による周波数の変動を｜坊いでいます。

基準発振器は安定度が， 2 × io-•/day,

5 × 10-•/day, 2 x 10-• / day, 5×10-10; 

day，および7×10寸／monthの 5種が用意さ

れていますから，測定目的に応 じてお選びく

ださい。

基準発振器の周波数は，時間1の経過ととも

司令 I 

4ト1

' + 
"" + 
× 
、、
可 －

，ν’ 

標準形の水品発振器の起動特性

（縦紬1001'音に拡大） (25℃） 

V' 

ートー

にゆっくり変化します。これが時間経過に対

する安定度です。標準形のノド品発振器の1時間

経過に対する変動を区13に示します。起動特

性 5×10"/day以下，エージングレート 2×

10 8/day以下というこの発振器を l:i!MJHJ, l 

ヵ月， l年という時間経過についての安定度

で示しますと ， それぞれ 4 × io-•/week 以

ド， 8 × 10 -•/month以下， 1 × 10-1/year以 F

となります。また，温度変化や衝撃，振動な

どの環境条件によっても変化を生じますので

尚純度を必要とする測定の場令は，周波数校

正装道や標準•lJ:i.主などによりあらかじめ校正

しておく必要があります。

2 トリガ誤差

レシプロカル方式のカウンタは，周期il!IJ定

を基本にしていますので，通常のカウンタで

周期測定を行う場合と同様に， トリガ誤差が

発生します。

トリガ誤差の原因は，図4に示すように，カウ

ンタ入力部の波形整形回路においてヒステリ

標準形の水晶発振器の長期エージング特性

令 2

4トl

~ t I 

0 t 

ー× 
』、、、ー
』

、司 －J 

5 

20 

(25・C)

2 3 6 JO 20 30叫印 JOO JOO 6田川加

動作経過時間（分）
醐附 図 3 ' 6 10 zo 40 6{) 100 zoo ・00

動作経過時間（日）

シスレベルをノイズが横切る際に発生しま

す。したがって， 一般にトリガ誤差は次のよ

うになります。

ノイズ
トリガ誤差＝一一一一一一「 (s) 

人ノレ－v-1-

ここで，ノイズはカウンタの内調lノイズと入

力信号に重畳したノイズとが考えられ，これ

らがランダムに発生すると考えると，総ノイ

ズは，

／（カウンタ内部ノイズ）＇＋（入力 il11'i：ノイズ）＇

(Vrms）となります。また， レシプロカル方式

では周期測定の場令と同様に，ゲート開始と

終了時の2同トリガ誤差が発生しますので，総

トリガ誤差は次のようになります。

総合トリガ誤差＝

l.4X／（カウンタ内部ノイズド＋（入力重畳ノイスア
スルーレート

(s・rms) 

219 
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3 ±1カウン卜誤差

± 1カウント誤差が生ずる原因は，図 5に

示すように計数時間と信号ノマ／レスとの相対的

な位相関係によ って令カウント数がl個だけ

多くなったり，少なくなったりするためで

す。凶 5の場合， 3カウントの場合と 2カウ

ントの場合が現われます。正確に読みとりた

いときには分解能を一段あげて計数時間を長

くとると，た とえば2.7とカウ ントしますの

でtE~r~なf直を ：h'cみとる ことカずできます。

応用範囲を拡げる測定機能

1 パース卜信号の周波数測定

パルス変調波やモールス信号，テレメータ

等でよく使われる断続波のキャリア周波数を

測定する場合，従来のカウンタでは，カウ ンタ

自身で決められたタイミングでゲートを聞い

てしまい，必ずしも信号のあるときにゲー ト

を開くという保証がありませんでした（凶 6）。

MF57A等のノ〈ーストポジションにおいて

は信号の存在を確認してからゲートを｜羽 く同

期システムを採用しているので，信号のない

ときにゲートを開いてしまうようなことはな

し 測定ミスを起こしません（図 7)。

しかしパースト信号とゲー ト時間の関係の

図からもわかるように，パーストの持続時間

はゲート時間よりも長い必要があります。パ

ーストの持続時間がゲート時間よりも短い場

千子（凶 8）は，分解能設定を一段ドげて，ゲー

ト11,r1mも短くする：必要があり ます。
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図5

ノ〈ース卜信号

ゲー ト

ゲートされた
信号

信号 I I : I I : I I I ~ I I I : I I I 

図6 非同期システム（従来のカウンタ）

パースト信号ー」uuu uu uu uuuu uu uu」一一一一一一一」UUUUUUUUUUU LIU UUL__一一一一斗UUU UUUUUUUUUUUUL-a 

SIG.ランプ」 L一一一一j L一一一」 Lb 

ゲート

ゲートされた
信号一_JLJUUUI 1uuuu1 IUUUUL__一一一一一一一d

図7 同期システム（パーストポジション）
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2 低周波高分解能測定

低周波をI¥'五分解能で測定するのによく用い

られる万法としては， i大の 2:i通りがあります。

(1)入力信号の周期を測定し，逆算して周波数

に変換し表示するレシプロカルIi式

(2）入力信号を逓倍して，その逓伐された信サ

を測定する逓借方式

パースト信号

ゲートJ

/lnritsu 7 

一克司二一b

MF57A/58Aでは後者の逓倍Ii式を係JTJし

ています。PLL(Phas巴LockedLoop）技術を

応JHしたIi法により， lOkHz以下の周波数に

対して読取りに使利なように， 1000逓僻して

います。

図8 パースト信号とゲート時間

1]ij ~のレシプロカル方式をf采用したカウ ン

タにはMF76AおよびMF1600シリーズがあ

り，測定速度と測定分解能を飛躍的に向上さ

せています。たとえば，lMHzの信号をl秒の

ゲー トl待問で問波数測定を行う場合，通常の

カウ ンタではlHzの測定分解能ですが，

MF1600シリーズでは1000倍のlmHz分解能

が得られます。また，通常のカウンタと同じ

＂＇ワーメータ
7 イクロ1皮帯の電力測定には，これまで主

としてポロメータ電力計がmいられて米まし

た。 ポロメータ と は， ;t;: カを PJ* ~J( して温度が

上昇するとそのほ抗値が変化するものをい

い，広 〈使用されているものにサーミ スタ と

ノぐレ ッタがあります。

ポロメータは，周囲i足度によ って低抗他も

低抗温度係数も影響を受けます。 したがっ

て，正確な屯力，特に低電力のilllJ定には，！司

閥温度の影響を補正する手段が必要です。

最近，マイクロ波電力を抵抗体に吸収さ

せ，その温度上昇を電気的に検出する熱屯対

をHJいた熱電変換の電力計が主流となってい

ます。

この方式のセ ンサ（検出器）は原理的に周囲

i品度の影響を受けにくしまた広待機にわた

り整令がとれるという優れた特長を備えてい

ます。MA4701Aなどのアモルファスセン

サ， MP715Aなどの導波管形センサは熱1G:変

換形ですので，安定に高確度測定ができま

す。

電子電圧計
検波 地幅}J式は，検i皮器の検i皮能率の周

波数特性の平坦度によ って，周波数範凶が決

まりますので，きわめて広い周波数範囲で使

用できるうえ，性能のよい直流増幅器を使用

しますと，極めて高感度の電子屯圧計を作る

ことができます。

ML69A 電子君主圧計は周波数範囲が， 10

kHz-lOOOMHzの検波増幅方式の州選形

分解能lHzて＇iUll定する場合には， lmsのゲー

ト時間で可能なため， lOOOf-1';－も測定速度を上

げることができます。

レシプロカル万式は｝司J!JJ訓1院時と同様な誤

差要因がありますので，フ ィルタ機能を備え

ています。

3 演算測定機能

測定機能が多彩化 ・尚！変化すると，そのiJllj

微小な7 イクロi皮電力の検出には，ダイオ

ード検波方式のセ ンサが問い られますが，波

形ひずみをも った信号を測定する場合には，

誤差が生じることがあります。しかし，ダイ

オードの 2乗特性範囲内で動作させれば問題

はありません。MA4702AやMA4704Aの同軸

センサはダイオード形のセンサですが， 2乗

特性範囲内て切J作するように設計されている

ため，波形ひずみによる誤差の影響はほとん

どありません。

パワーメータの性能を保証する大きな要素

にトレーサビリティの！？月組があります。アン

リツではトレーサビリティ体系が確立してお

り， パワーメータは｜主l家標準にトレーサブル

な確度の高い標準採を月1いた向動校正システ

表 1 ML4803A用センサ性能

形 名 ｜ 周波数範囲

アモルファスセンサ

ダイオードセンサ

導波管センサ

lOOkHz～32GHz 

lOMHz～26-5GHz 

17～140GHz 

電子電圧計です。被il¥lj定信号をピックア ップ

するプロープに 2組の特殊半導体ダイオード

検波器があり， l組は入力信号の検波器とし

て，他の u且は負帰還回路の比較用検i皮器と

して動作します。両検波器の出力直流電圧を

低雑音電子チョッパにより交流に変換して，

交流増幅したのち再び検波してメータを振ら

せます。この検i皮出力（泊；流電圧）は，交流に

定結果をそのままデータとして扱うことより

も，各種の演算処理によ って最も有効なデー

タ情報として使用することが多くなります。

MF76AやMF1600シリーズでは， ri/i分本i日1

算表示（ppm）などのi寅算調lj定機能を標準装

備して，最終的に必要な形に処理できるよ う

にしています。

ムにより信頼性の高い校正を行っています。

ML4803Aはアモルフ ァスセンサ（同軸高レ

ベル刑），ダイオードセンサ（同軸低レベル

!11），導i皮管セ ンサと組み合わせて使用する，

ディジタル形のパワーメータです。センサを

取り換えるだけで！OOkHz～140GHzまでの

周波数範囲にわたって高確度の電力測定がで

きます。地問総にハイブリ y ドIC技術を駆使

したチョ ッパ刷版総を採用していますので，

センサで発生した微小な信号電圧を極めて1i’

定に指示することができます。また，マイク

ロプロセ yサを内蔵しており，センサのハイ

パワーでのノ ンリニアリティを繍正していま

す。ML4803A用センサの性能を表 1に示し

ます。

測定レベル範囲

30～＋20d8m 

-70～－20d8m 

-30～＋20d8m 

変換され比較用の検i皮器に加えられます。こ

のような）1式を採用すると， 2組の検j皮器の

非直線および温度特性は相殺され，入力信号

に比例する直流出力が得られます。なお，プ

ローフ’｜見lの検波総はO.lV以下の測定では，ほ

Lf実効値検j皮特性となっており ，波形誤差の

少ない測定ができます。
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フリ勺ツミノカつつノヲ
M円601A/1602A,M円603A/1604A
0.1 mHz～1GHz 0.1mHz～3GHz 

・高速 ・高介解能の測定

・周波数，周期，パルス幅，積算計数

・百万介率表示，演算機能

・パース卜信号の測定

刷Pt(IA •. FU附：r旧制 GATE TIME MOOE/DATA 

－，口．、 ~:lti:M・VEL ・:J,,Te ・ ，5：~， －：口・「J」『 B ・BURSτ , • LSDON ・ppm ｛土｝ ・収｝ ・1ー｝ s~r~· 

問 GEづ E〔門岡アREO門圃（Q<msワ 言仁T 「9l－伝ロ~臥崎言aアK~ 
LO・ －羽．市.2 －・FREQ ・・（2ms －~再AS開K 田M可l~ RESET 

0.01泊出 O.lmH,-1凹帥問問 .:.PRIQO fi量 ｛伽 s層 f「師~事詩 庁1

MF1600シリーズは， O.lmHzからUHF帯ま

での問波数測定， lOnsからlOOOOsの周期測

定，20nsからlOOOOsのパルス幅測定のほか，

lOOMHzまでの政算計数ができるレシプロカ

ル）；式の！削皮数カウンタです。しかもレシプ

ロカルJ；式にパーニア技術を併用して， 10桁

表示／秒という高分解能の測定を超広，帯域に

わたり可能にしています。また，各種の人）J

波形にも対応できるように， AGC人）JJuj路，

lOkHzLPF機能，シグナルマスク機能を備え

たほか，高感度化(lOmVrms）をはかり，微弱

な入力信号でも安定な測定ができます。

さらに，偏差百万分率（ppm）の表示機能や泌

算機能を標準装備していますので，測定結果

を最も有効な最終データの形に処FV.してぷぷ

できますから，製造問や研究開発Jllとして大

変使利です。表示総は，長時間使月jしでも疲

れない紋色の大形LEDを採用 しています。ま

た， GP-IB（オプション）を 内蔵できますの

で，外相のシステムアソプに便利です。

・型式検定

MF1601A 

砲式名： WFMlARCO.01/25. 21-4H-2 

検定ill'号 ：W89001

MF1602A 

型式名 ：WFM1ARC0.01/25.21-4H-3

検定番号 ：W89002

MF1603A 

型式名 WFMlARCO. 01/25. 21-4H-4 

検定番号： W89003

MF1604A 

型式名 WFMlARCO. 01/25. 21-4H-5 

検定番号： W89004
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機能・性能
・高速・高分解能測定

MF1600シリーズは，パーニア技術をf井用し

たレシプロカル方式の係fl!により ，10桁表示／

秒という高分解能で周波数測定や周期損l庇を

行います。たとえば，lOOMHzをlHz分解能て帥

測定するのに，従来のカウンタではl秒のゲー

トH判lJが必要でしたが， MF1600シリーズで

は10併も高速な， 0.1秒のゲー ト時間で得られ

ます。そして， MF1603A,MF1604Aを使っ

た3GHzの測定て忌も，約0.7秒でlHzまでの表

示が得られます。また， l秒のゲート時間でl

MHzを測定する場合にも， lmHzの分解能が

得られるなど，高速 ・高分解能の測定が可能

になります。

従来のカウンタは最小のゲートl時r:nがlmsでL

したが， MF1600シリーズではゲート時間］＜

0.4msという，短時＇Jillの，＼lj分解能illil定を可能

にしています。

・パルス幅測定

入力信号のノマルス隔を，lOnsのシングルショ

yト分解能でittil定できます。また，平均測定

により，測定分解能を300psまで改善できま

す。正パルス幅，:ftパルス阪のどちらでも，ス

ロープ切換えだけで忌簡単に測定てLきます。

・積算計数

lOOMbit/sまで言十数することができますの

で，ディジタルシステムの測定にも有効で

す。

・パースト信号測定

信号の存在を石雀認して，入力信号と同期して

ゲートを開きますので，パルス変調波など，断

続i皮の周波数を正確に測定できます。ゲート

l時間＜0.4msという短時間で， 6桁表示ができ

《se，叩》

ますので，？グネトロン，テレメータなどの

周波数測定にも適しています。さらに，ゲー

トマスク機能 (lμs-16s）を用いて，立上が

り時の周波数変動を無視することもできます

ので，より正確な測定が可能です。

・演算測定機能

測定値と基準値との加減乗除および百万分率

(ppm）の泌i'f-処開結巣を表示させることが

できます。それぞれが独立した計算だけでな

く，組介せて使Jりすることができますので，最

終の必要データに処理して直読できます。基

準イ直は，キーボードから数値を入力する方法

や，iUil定小の任；怠の表示結果を用いる方法，各

測定ごとにiUil定結果の値に更新する方法の3

通りで設定することができます。

この機能は，基準周波数に対する偏差周波

数， 百午平手偏差の百万分率（ppm）表現，周波’数

安定度などが符易に直接測定できます。

・サンプルレート

サンプルレートは， 1つのキーで約80ms,0.8 

s, 2sおよびHOLDの4段に切換えられます。ま

た，キーボードからの設定によって，約20ms

から9999分（約7日）まで任意の時間にセット

することができます。従って， 1秒間に数十阿

という高速測定から，数時間ごとのような長

期測定までタイ 7ーを用意することなく ，写字

易に測定することができます。

・メモリ機能

パネルの設定状態を9種類まで記憶でき，その

後は呼び出すだけですぐに測定が開始できま

すので，誤操作の防止と測定の省力化に有効

です。
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・3電源方式 主な用途 ・発振器デバイスの特性試験

MF1602A, MF1604A は， AC電源はもちろ

ん，外部DC電源（+10～十30V）やMZ5004A

バッテリノマソクでも駆動できますか ら，野外

での測定に最適です。

・MCA，自動車電話など，無線通信機絡の周

波数調整，保守

・電子レンジ期マグネトロンの周波数測定

・電波監視システム用ツール

• DBSコンパータ，チューナの調整 ・ 試験

規格

形名 MFl601A MFl602A MFl603A MF1604A 

測定範囲 O.lmHz～lGHz O.lmHz～3GHz 

F DC結合 O.lmHz～lOOMHz 

範 R 
E AC結合 lOHz～lOOMHz 
Q 

囲 A ノてースト SOkHz～IOOMHz 

周 FREQ B I OM Hz～！GHz lOMHz～lGHz (!GHzレンジ）， 0.5～3GHz(3GHzレンジ）

j度 <0.4ms，く2ms，く20ms,< 0.2s, < 2s, < 20s 
数 言十数時間
；~1J 入力信号の局期がこの値を上回る場合は，それが言十数時間となる

｛ え 表示桁数 5桁， 6桁， 7桁， 8桁， 9桁， 10桁（LSDON時はl桁増加）

±1カウント±トリガ誤差削±タイムベース確度・2・［FREQA] 

測定確度 ±Iカウント±？イムベース確度H [FREQ B] 

LSD ON時は端数測定誤差”が加わる

単位表示 μHz, mHz, Hz, kHz, MHz, GHz 

範囲 lOns～lO's 

計数時間
< 0.4ms, < 2ms, < 20ms, < 0.2s，く2S，く20s

周 入力信号の周期がこの値を上回る場合は．それが計数時間となる

期
表示桁数 5桁.6桁. 7桁， 8桁， 9桁， 10桁（LSDON時は1桁増加）

；~.1J 
;f: 

測定確度
±1カウント±トリガ誤差±タイムベース確度

LSD ON時は端数測定誤差が加わる

単位表示 『1s, μ s, ms, s, ks 

ノ中，定~貝高レZ可' リ

範囲 20ns～lO's 

倍率 I, 10, 10'. 103 

タイムユニット lOns 

積算
範囲 DC～lOOMHz 

言十数容量 0～（10＇＇ーI)

lOmVrms～lOVrms（正弦波lOkHz以下， ATT OdB), lOOmVrms～lOOVrms（正弦波lOkHz以下， ATT20dB) 

電 入力A lOmVrms～lVrms（正弦波lOOMHz以下， ATT OdB), lOOmVrms～lOVrms（正弦波lOOMHz以下， ATT 20dB) 

入 圧 lOmVrms～O.SVrms（ノTースト，ATTOdB), lOOmVrms～SVrms（ノてースト，ATT20dB) 
範
囲 入力B

lOmVrms～SVrms lOmVrms～5Vrms (2.8GHz以下），30mVrms～5Vrms(3GHz以下）

パース卜待は最大O.SVrms ノてースト時は最大O.SVrms

力 入力A:BNC，孟lMO/孟25pF 入力A BNC，孟IMO／豆25pF
コネクタ，インピーダンス

入力B:BNC, son 入力B:N, son 

トリガレベル〔入力A〕 約一1.5～＋！.SV連続可変，プリセット約ov

演算機能 測定値と設定値との四則演算および百万分率表示

マスク機能 設定時筒内の信号除去および測定開始の遅延

表示 11桁， 7セグメン卜緑色LED，ゼロ ブランキング，記憶表示

サンプルレート 約0.08/0.8/2sおよびHOLD。キ一入力により約20ms～9999min設定可能

周波数，エージングレ
lOMHz, ~五 2 × 10 ＇／日（24時間動作以降）

基 ート
そ 準 起動特性 孟5×10•／ 日（30分動作以降）

発
σ〉 振 温度特性 ±5 × 10-•(o～50・C)

器
外部出力 I OM Hz，孟2VpP （開放端），BNCコネクタ，内部イ ンピーダンス；孟4000

他

外部入力 1, 2, 5, lOMHz, 2~ SVP-P• BNCコネクタ，入力インピーダンス 孟1000

使用温度範囲 0～50・c

電源
ル 132V／… sov I Aル 132V/l… ov

50/60Hz±5%, SOVA以下 50/fiOHz ± 5%, DC+ 10～＋羽V,50VA以下
AC… 2V/l… ov I AC85～w …馴
50/60Hz±5%, SOVA以下 回／酬z士5%,DC+ 10～＋ 30V, SOVA以下

寸法，重量 213W, 88H, 351Dmm, Skg以下

刺入力信号の周期をT(s），入力信号の振幅値をEs(V 0_0). lOOMHz帯域幅における入力信号のノイズ・ピーク値をEn(V00）とする正弦波においては，次

のよう になります。

(1.75 x 10-• + 0.32 x En) 
Es (sec) 

・224時間動作以降に校正後， 23・c±5・Cにおいては，（2×10＇／日）×入力周波数になります。

叫周波数測定時： （Ins／実ゲート時間）×入力周波数，

周期測定時：（Ins／実ゲート時間）×入力周期

となります。実ゲート時間は， 測定信号により 変化し，パネル表示値の20～85%の値です。

223 
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オーダリング・インフォメーション
ご契約にあたっては．形名 ・記号，品名，数量をご指定ください。

形名 ・記号

MF1601A 

MF1602A 

MF1603A 

MF1604A 

J0127A 

J0017 

J0266 
F0010 

F0042 

F0043 

W0458AW 

J0127A 

J0017 

J0266 
J0474 

F0010 

F0043 

F0046 

W0458AW 

J0127A 

J0017 

J0266 
F0010 

F0042 

F0043 

W0459AW 

J0127A 

J0017 

J0266 
J0474 

F0010 

F0043 

F0046 

W0459AW 

MF160口A-01

MF160口A-02

MF160口A-03

MF160口A-06

MH648A 

MZ5004A 

J0054A 

J0001 

J0025A 

J0025C 

J0104A 

MP613A 

J0040 

J0079 

MP526C 

MP526D 

80026 

80270 

80271 

80272 

80273 

B0274A 

B0274C 

Z0152 

J0007 

J0008 

Z0140 

224 

一本体ー

ロ
ロロ

フリケンシカウンタ

フリケンシカウンタ

フリケンシカウンタ

フリケンシカウンタ

一標準付属品（MF1601A）一

同軸コード， lm:

電源コード，2.5m: 
アダフ。タ：

ヒユース， l.6A

ヒュズ，0.8A

ヒューズ， lA.

MF1601A/1602A取扱説明書

一標準付属品（MF1602A）一

同軸コード， lm:

電源コード，2.5m・
アダプタ．

電源コード（DC周）．

ヒューズ， l.6A

ヒユース， ！A

ヒューズ， 3.15A:

MF1601A/1602A取扱説明書

ー標準付属品（MF1603A）一

同軸コード， lm

電源コード， 2.5m

アダプタ．

ヒューズ， l.6A:
ヒューズ， 0.8A:

ヒューヌ， lA

MF1603A八604A取級説明害

一標準付属品（MF1604A）一

同軸コ ド， lm:

電源コード， 2.5m:

アダプタ

電源コード（DC用）：

ヒユース， l.6A

ヒュス： lA:
ヒューズ， 3.15A . 

MF1603A/1604A取扱説明書

ーオプションー

水晶発振器

水品発振器

水品発振器

GP-18インタフェース

一周辺機器ー

前置増幅器

パyテリ パック／チャージャ

一応用部品

同軸コード， lm

プロープ

同軸コード，lm

同軸コード， 2m

同軸コード， lm

高周波ヒューズ素子

同軸アダプタ

高電力用固定減衰器（SA-P321)

高域ろ；度器

高域ろ；度器

保護カバー

キャリングノてッグ（小）

キャリンク・バッグ（大）

キャリングケース（小）

キャリングケ ス（大）

ラックマウントキ ッ ト

ラックマウントキ ッ ト

サービスキ ット

GP-18接続ケーブル， lm

GP 18接続ケーブル， 2m

バッテリ （1セッ ト； 2個）

名

l本

l本

1 i固
2イ困

11困
11困
l部

1本

l本

lイ園

1本

21園

1 i固
2イ固

l部

j；本

l本

11困
21困

1個

1 i回
l部

1本

1本

1 ilm 
1本

2イ固

1 i困
21固

l部

備 考

O.lmHz～！GHz 

O.lmHz～！GHz 

O.lmHz～3GHz 

O.lmHz～3GHz 

BNC-P・ RG-58A/U • BNC-P 

3極プラグ→2極プラグ

Tl.6A250V 

MF51NN250V0.8ADC01 

MF51NN250VlADC01 

BNC-P • RG-58A/U・BNC-P

3極プラグ→2極プラグ

Tl.6A250V 

MF51NN250VlADC01 

MF51NN250V3.15ADC01 

BNC-P ・ RG-58A/U・BNC-P

3極プラグ→2極プラグ

Tl.6A250V 

MF51NN250V0.8ADC01 

MF51NN250VlADC01 

BNC-P ・ RG-58A/U • BNC-P 

3極プラグ→Z極プラグ

Tl.6A250V 

MF51NN250VlADCOl 

MF51NN250V3.15ADC01 

エージングレート く5×10＇／日

エージングレート <2 × 10-•1 日

エージングレート <5×10 ＇°／日

lOOkHz～1200MHz 

MF1602A, MF1604A用

3CAP2・RG-58A/U・ミノ虫

S-5DWP・5D-2W• S-5DWP 
S-5DWP・5D-2W・ S-5DWP 

BNC P ・ RG 55/U • N-P 

5本l組
N-P・BNC－」

N型， 30d8(30W), DC～9GHz 

250MHz帯用

400MHz帯用

(l/2MW・2U用）

単体を収容

カウンア，バッテリパック／チャージャを収容

単体を収容
カウンタ，バッテリノ ~·yク／チャージャを収容

IEC3U（把手付）

JIS 149mmH（把手なし）

408JE-101 

408JE-102 

MZ5004A用
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